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光警報装置の設置基準（素案）について  
設置場所 

 防火対象物の居室、廊下、通路、便所、浴室その他の共用部等で、二以上の階にわたら
ず、かつ、床、壁又は戸で区画された部分 （平成２２年検討会報告書の設置基準案を引用） 
※ 常時人のいない場所等については利用実態に応じて設置しないことができることとしてはどうか。 

受信機 

中継器 

地区音響装置 

発信機 

感知器 

光警報装置 

設置方法 

感知器の作動と連動
して作動すること。 

床面から２．５ｍ以上１０ｍ以下
の位置に設けること。 
（ＩＳＯ規格案、ＮＦＰＡを参照） 

各部分において、照度が０．４Lx以上確保されるよう設けること。 
（ＩＳＯ規格案を参照） 

同一部分で二個以上の光警報装置を設ける場合、
光の点滅の同期をとる等の措置を講ずること。 
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